
テ ン トウ ム シ,」磁77%oπ 勿 硯y7∫4お

P仙LASの 遺 傳 學 的研 究(第 二報)*

星 野 安 沓

東京市淀橋匿戸塚町2の75

(昭和十一年七月一 日領受)

緒 言

テン トウムシ,肋 吻0痴 σ鰐 〆鶴5PA肌ASの 翅鞘斑紋は非常に攣異に富む もので,

紅色の地に黒霜を全然有 してゐないものか ら黒色の地に2紅 紋 を有 してゐるものま

で,その間種々の愛化が見 られ る(Fig.1)。 又翅鞘上に隆起**を 有するものと有せざ

るものとがある(Fig.2)。 以下之等の形質の遺傳に就v・て記述 しようと思ふ。

本論文を草するに當 り,御懇篤なる御指導を賜つた 駒井卓先生並びに千野光茂先生

に封 し,深甚の謝意 を表す。

從 來 の 研 究

著者は1933年,動 物學雑誌上に於て,「テントウムシ斑紋の攣異に就v・て」なる題下

に本種の前胸背斑紋及び翅鞘斑紋を統計的 並びに 遺傳學的に研究し,次の如 き結論を

得て報告 した。之が第一報である。

郎ち翅鞘寅紋に 於ける黒色部の増減 と,前胸背斑紋に於ける黒色部の増減との間に

は,相關的の關係が 存在 してゐるものと推察する。又同型の翅鞘斑紋を有する個禮に

就いて見れば,大盟に於て前胸背斑紋に黒色部が少いものには雄が多 く,反封に多いも

のには雌が多い傾向がある。最後に遺傳的には,黒地に2紅 紋を有するものは赤地に

黒黙を有するものに封 し,完全な優性を示す事 を知 り得た。

1934年,Chia-ChenTan,∫u-Chi■iの 爾氏は翅鞘斑紋を次の6型 に分類 し,その遺

傳關係を報告 した。

1.succinea一 一 全面黄色を呈するもの。

2・ 耐gida一 地色は黄色にして,各翅鞘に夫 々1個 乃至8個 の黒窯を有するもの。

3.novemdecimsignata一 地色は黄色に して,各 翅鞘に夫々10個 の黒顯を有する

もの。

生aulica一 各翅鞘の中央に廣V・黄色の部分を淺 し,縁が黒色をなす もの。

翫spectabilis一 黒色部の面積がより大 とな り,各翅鞘に夫々2個 の黄色の紋 を淺

静 騒osi双o,VLGeneticalStudiesoftheI,ady-birdbeetle,.砺7〃30κ 勿 α考γフゴ協∫PALLAs(ReportII).

轍 栗 崎 眞 澄 氏(1927)に よ り,翅 鞘 壁 と して 報 告 さ れ て ゐ る。
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す もの 。

6.conspicua一 前 記2黄 紋 の 中,前 紋 の み を 有 す る もの 。

以 上6型 の 中,aulicaに 厨 す る もの は 本 邦 に は 無 く,之 に 似 た 型(Fig・1,d,e)が

存 在 す る 。

爾 氏 に 依 れ ば,之 等 各 型 の 間 に は次 の 如 き 優 劣 關 係 が あ る 。

1.succinea(frigida,novemdecimsignata)は 最の:劣 性 に し て,conspicuaは 最 優 性 で

あ る 。

2.aulicaはspectabilisに 謝 し劣 性 で あ る 。

今succineaに 封 し優 性 を 示 す3型 師 ちaulica,spectabilis,conspicuaに 夫 々A,S,C

な る 因 子 符 號 を與 へ る と す れ ば,之 等3因 子 は 互 に 濁 立 の 群 を な す 。

從 つ て 各 表 現 型 に 封 す る遺 傳 型 は

succinea(f}igida,novemdecimsignata)一aasscc・

aulica-AAsscc.

spectabilis-aaSScc.(或 はAASScc)

conspicua-aassCC.(:或 はAAssCC,aaSSCC,AASSCC)

上 の 如 くに 結 論 され て あ る 。

賓 験 材 料

:L概 読

本昆最は鞘翅目(Coleoptera)瓢 錨科(Coccinellidae)に 屡 し,本邦に於ては最も普通

に見 られるもので,幼録成最共に 「アブラ.ムシ」を捕食する。禮長約7粍,髄 は殆ど牛

球歌である。 翅鞘は羽化當時に於ては全面黄色を呈 してゐるが,時 間と共に斑紋が現

れて來る。 斑紋が完全に現れた後暫 くの間,紅 色となるべき部分は街黄色を呈してゐ

るが,之 は個艦の成熟に從ひ次第に紅色に攣るものである。

冬期は成轟の欣態で大群をなして越冬 し,4月 中,下 旬頃か ら産卵を開始する。卵は

それか ら艀化する幼轟が食餌とす る「アブラムシ」の繁殖 してゐる植物 を選び,その樹

皮或は葉の裏面等に産附する。一卵塊 中の卵の数は普通20～30粒 位である。

室内試育は4月 中旬か ら11月 中旬にかけて行ひ,食餌 「アブラムシ」は紬て野外探

集によるものにして,主 として イタドリ,ウメ,ウルシ,カナムグラ,カ ラタチ,キ ク,ク

サギ,タ ヂ,ツ ルウメモ ドキ,ニ ワトコ,ハチス,バ ラ,モ ミヂ,ヤ ブガラシ等に寄生する

ものを使用してゐる。

之等の中 「カラタチJに 寄生する 「コミカンノアブラムシ」 乃謬勿詑鵤 σ〃〆oπ漉

BOYERは 食餌とするには不適當にして,艀化後之のみを與ふる時は総て4齢 前に死亡

する。

尚食餌 「アブラムシ」と本種 との相互關係に就いては別の機會に報道する心算であ

る。
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1工 翅 翅 斑 紋 の 記 載

本實験中で取扱つた翅鞘斑紋 を次の如 く分類する.

今各型を夫々地色によつて2大 別すれば

1.紅 地に黒鮎を有するもの一s型 。

2・ 黒地に紅紋を有するもの一A型,S型(S1亜 型,S2亜 型),AS型,C型(C1

亜型,C2亜 型),AC型 。

とに分ける事が出來る。

s型(succ血ea)(Fig・1,a～c)一 通 常 は紅 地 に10黒 鮎(第1列 目内 側 の1貼 は,爾

翅 鞘 に 跨 が る。)を 有 す る もの(Fig・1,b)で あ るが,中 に は 黒貼 の一 部或 は全 部 が 消

失 して ゐ る もの(Fig.1,a)及 び 一 部 が 互 ひ に合 着 して ゐ る もの(Fig.1,c)も あ る。

之等 黒 顯 の 消 失或 は 合 着 は 外 界 の温 度 の 影 響 に よ る事 大 に して,高 温 の下 に 羽 化 せ

る個 睡 に は 比較 的 黒 鮎 の小 さ き 又 は 消失 して ゐ る もの 多 く,反 封 に低 温 の 下 に 羽 化せ

る個 禮 に は 比較 的 合 着 して ゐ る もの が 多 い傾 向が あ る。 併 し消失,合 着 の 現象 は環 境

の外 に 遺 傳 に よ る事 も明 か で あ る。(以 上 の事 實 はTan,:Liの 爾 氏 に よつ て も報 告 さ

れ てゐ る。)

A型(aulica)(:Fig.1,d,e)一 黒 地 に6紅 紋 を有 す る も。の(Fig・1,e)で,中 に は紋

の一 部 が 互 ひ に 合 着 して ゐ る もの(Fig.1,d)も あ る。

今 便 宜上,紋 の 各 々 に名 稻 を 附 け,第1列 の 内方 か ら順 次 に前 内紋,前 中紋,前 外 紋,

中内 紋,中 外紋 及 び後 紋 と命 名 す る。

S型(spectabilis)(Fig.1,£g)一 黒 地 に2紅 紋 を有 す る もの で,そ の 前紋 及 び後 紋

は夫 々A型 の 前 中紋 及 び後 紋 の庭 に 位 置 す 。前 紋 は後 紋 に比 す る と常 に大 で,形 歌 は

一 定 せ す 。 帥 ち略 楕 圓 形 を呈 す る もの(s1亜 型 と呼 稻 す。Fig.1,f)或 は紋 の 外上 部

が 特 に突 出 し,下 部 の 中央 よ り轡 入 して ゐ る もの(S2亜 型 と呼稻 す 。Fig.1,g)等 が あ

る。

併 しこのS1,S2爾 亜 型 間 に は種 々な る攣 化 が あ る。 帥 ちS2亜 型 の轡 入 が な くな り

紋 内 に小 黒 鮎 を残 す もの,叉 は轡 入 も黒 鐵 もな く,紋 の 外 上 部 が 突 出 して ゐ るだ けの も

の(中 に は 外 上 部 の外 に外 下 部 の突 出 して ゐ る もの もあ る),或 は 突 出部 が 僅 少 とな り

殆 ど縮 圓 形 に 近 い形 朕 を呈 す る もの 等が あ る 。 後 紋 に は 圓形,楕 圓形 又 は 楷 圓形 に し

て上部 の 突 出 して ゐ る もの等 が あ る。

AS型(Fig.1,h,i)一 一S型 と同 じ く黒 地 に前 後 の紅 紋 を有 す る もの で ・爾 紋 の 位 置

はS型 と同 様 で あ るが,前 紋 はS型 に比 す る と小 に して,園 形 又 は擶 圓形 に近V・形 欣

を呈 す る(Fig.1,h)。 中 に は紋 の 周 團 に1個 乃 至 は3個 の 徴小 紅 鮎 の附 属 す る もの

(Fig.1,i)も あ る。 後 紋 はS型 に比 し幾 分 大 な る もの 多 く・略 圓 形 をな す。

C型(conspicua)(Fig.1,j,k)一 黒 地 に1紅 絞 を有 す る もの で紋 の位 置 ・大 さ・形 歌

何 れ もS型 の前 紋 と略 同様 に して,矢 張 りC1亜 型(Fig・1・j)とC2亜 型(Fig・1・k)

とに分 類 す る 。
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AC型(Fig.1,1,m)一AS型 の 後 紋 を敏 く もの で あ る(Fig・1,1,m)。

IIL翅 鞘上の隆起の記載

個胃豊により翅鞘の後方,帥 ちS型 について云ふと後紋 と翅鞘の後縁 との間に横に細

い山脈状の隆起 を有するものと有せざるものとがある。之は遺傳的形質であつて前者

を有隆起型(Fig.2,a),後 者を無隆起型(Fig.2,b)と 呼ぶ事 とする。

Fig. 1. The 
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交 配 貿 験

1.翅 鞘 斑 紋

s型 同 士

Table1に 示 す 如 く,s型 同士 の 交 配 は:F1に 常 にs型 の み を:出す 。Tan,Li爾 氏 の 結

果 も同様 で あ る。

從 つ てs型 は 常 に ホ モ接 合 禮 を なす 事 明 か で あ る。

A型 同 士

Table2,3に 示 す如 く,A型 同 士 の 交 配 はA型 の み を出 す場 合(Table2)とA型 とs

型 と を凡 そ3:1の 比 に 出 す場 合(Table3)と が あ る。

A型 封s型

rable4に 示 すA型 とs型 との 交 配 か らは,爾 型 を凡 そ1:1の 比 に 出 した 。

Table 1. s type x s type (pp x pp)

 Table 2. A type x A type 

(PAPA X PAPA or PAPA x PAp)

Table 3. A type x A type 

(PAp X PAp)
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從 つ てA型 はs型 に封 し優 性 に して,爾 型 は軍 性雑 種 と して遺 傳 す る事 が わか る。

S型 同士

Table5,6に 示 す如 く,S型 同士 の交 配 はS型 の み を出 す場 合(Table5)とS型 とs型

と を凡 そ3:1の 比 に 出 す場 合(Table6)と が あ る。

從 つ てS型 はs型 に封 し優 性 に して,爾 型 は軍 性 雑 種 をな す事 を知 る。

而 してs型 に 封 し,ヘ テ ロ接 合 膿 をな すS型 は 総 てS2亜 型(轡 入 な き もの も含 む)

の 方 に 厨 す る もので あ る。

S型 封A型

Table7・8に 示 すS型 とA型 との 交 配 は,Table7で はAS型 の み を出 し
,Table8で

はAS型 とA型 と を凡 そ1:1の 比 に出 した 。 此 際s型 を出 さ ざ る事 は 注 意 に値 す るb

Table 4. A type x s type (PAp x pp)

Table 5. S type x S type 

(PSPS x PSPS or 
PSPS x PSP)

Table 6. S type x S type 

    (PSp x PSP)
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AS型 同 士

Table9に 示 す 如 く,AS型 同 士 の 交 配 ぱS型,AS型,A型 の3型 を凡 そ1:2:1の

此 に 出 す。 此 際 もs型 を 出 さな い。

從つてS型 とA型 とは軍性雑種をな し,爾型の中間雑種としてAS型 が存在する事を

知る。

C型 封S型

ホモ接合艦のC型 とS型 とを交配 したところ,Table10に 示す如 くF1にC型 のみを

出した。

Table 7. S type x A type (PSPS X PAPA)

Table 8. S type x A type (PSp X PAPA)

Table 9. AS type x AS type (PAPS X PAPS)
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C型 同士

Table10のCrossNo.65か ら得 た ヘテ ロ接 合膿 のC型 同士 を交 配 した と ころ,Table

l1に 示 す如 くC型 とS型 と を凡 そ3;1の 比 に 出 した 。

C型 封S型

TablelOのCrossNo.65か ら得 た ヘ テ ロ接 合 膿 のC型 をS型 を以 て退 交 雑 した とこ

ろ,Table12に 示 す如 くC型 とS型 と を凡 そ1:1の 比 に 出 した。

Table 10. C type x S type (PcPC x PSPS or PcPc x Psp)

Table 11. C type x C type (PCP` x PCPs)

Table 12. C type x S type (pcpSx PSPS)
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從つてC型 はS型 に封 し優1生にして,爾型は輩性雑種として遺傳する事明白である。

AC型 同士

野外採集で得たAC型 同士の交配は甚だ少数ではあるが,Table13に 示す如 くC型,

AC型,A型 の3型 を凡そ1:2:1の 比に出した。

C型 封AC型

野外 採 集 で 得 たC型 とAC型 との 交 配 はTablel4に 示 す 如 く,C型,AC型,A型 を

凡 そ2:1=1の 比 に 出 した 。

AC型 封s型

野 外 採 集 で得 たAC型 とs型 との交 配 は,之 も甚 だ 少 数 で は あ るが ・Tablel5に 示 す

Table 12. ()

Table 13. AC type x AC type (PAPC x PAPC)

Table 14. C type x AC type (PCp X PAPC)
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如 くC型 とA型 とを凡そ1:1の 比に出した・

從つてC型 とA型 とは輩性雑種を

なし,爾型の中間雑種とpてAC型

が存在する事がわか る。

c型 封s型

ホモ接合艘のC型 とs型 との交配

は,Tableユ6に 示す如 く,F1にC型

のみを出す。

C型 封s型

Table17に 示　ヨ ぞリ リ すC型 とs型 との 交 配 か らは,甚 だ 少 数 乍 ら雨 型 を凡 そ1:1の 比 に 出

した 。

C型 同 士

Table18,19,20に 示 す 如 く。C型 同

士 の交 配 は:F1にC型 の み を出 す場

合(Table18),C型 とS型 と を凡 そ

3:1の 比 に 出す 場 合(Table19)及 び

C型 とs型 とを 凡 そ3:1の 比 に 出

す場 合(Table20)の3通 りが あ る。

帥 ちS型 及 びs型 は 共 にC型 に

封 し,翠 純 劣性 を示 す事 が わか る。

而 してs型 に封 して ヘテ ロ接 合膿

Table 15. AC type x s type (PAPC x pp)

Table 16. C type x s type (PcPc x pp)

Table 17. C type x s type (Pcp x pp)

Table 18. C type x C type (PcPc X PcPc 

  PcPc x PCPs or PCPC X PCP)
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をなすC型 は,絡 てC2亜 型(轡 入なきもの も含む)の 方に屡するものである。

IL翅 鞘 上 の 隆 起

有 隆 起 型 封 無 隆 起 型 の遺 傳 關 係

Table21に 示 す 如 く,ホ モ接 合 膿 の有 隆 起 型 と無 隆 起 型 と を交配 すれ ば,F1(Cross

No.65)に は 有 隆 起 型 の み を 出 し,F2(CrossesNo・74,76)に 於 て有 隆起 型 と無 隆

起 型 と を凡 そ3:1の 比 に分 離 す る。 更 にF1の 有 隆起 型 を 無 隆 起 型 を 以 て 退 交 雑

(CrossesNo.77,80)し た と こ ろ,爾 型 を凡 そ1:1の 比 に 出 した 。

Table 19. C type x C type (PCPs x POPS or PCPS x PCp)

Table 20. C type x C type (PCp x PCP)
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從つて有隆起型は無隆起型に封 し優性に して,爾 型は軍性雑種として遺傳する事が

わか る。

考 察

上 述 の實 験 結 果 に よ り,翅 鞘 斑 紋 及 び翅 鞘 上 の 隆 起 につv・て次 の 事 を知 り得 た。

1.翅 鞘 斑 紋

s型,A型,S型 及 びC型 は互 ひ に輩 性 雑 種 をな し,各 型 の 間 には 次 の如 き優 劣 關 係

が 成 立 して ゐ る。

1.s型 はA型,S型 及 びC型 の何 れ に封 して も劣 性 で あ る。

2.AS型 はS型 とA型 との 中間雑 種 で あ る。

3.AC型 はC型 とA型 との 中 間雑 種 で あ る。

4.S型 はC型 に封 して劣 性 で あ る。

今s型,A型,S型 及 びC型 に封 し夫 々p,PA,ps及 びpcな る 因 子符 號 を與 へ る と

す れ ば,之 等4因 子 は複 封 因子 を構 成 し,普 通 染 色 膿 上 に存 在 す る。

從 つ て各 表 現 型 に 封 す る遺 傳 型 は次 の如 くに な る。

s型 一PP.

A型 一PAPA,PAp.

S型 一PSps,PSp.

Table 21. The genetic relation between the presence and absence of a 

   ridge on the elytra. Crosses No. 55 (RR x RR), 60 (rrx rr), 

   65 (RR x rr), 74, 76 (Rr x Rr), 77, 80 (Rr x rr).
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AS型PAps.

C型 一PCpc,PCps,P¢P.

Apc .

Tan,Li爾 氏 は,之 等 の 因子(PA,ps,pc)は 互 ひ に猫 立 の群 を なす と報告 して ゐ るが
,

之 は本 研 究 の 結 果 と一 致 せ す 。 此 解 繹 は誤 りで あ る と考 へ られ る。

II.翅 鞘 上 の 隆 起

無 隆 起 型 は有 隆 起 型 に 封 し劣 性 に して,爾 型 は軍 性雑 種 をな す に よ り,有隆 起 型 因 子

をR.(Ridge)と し 無 隆 起 型 因 子 をr,と す れ ば,爾 表 現 型 に封 す る遺 傳 型 は次 の如 く

に な る。

有 隆 起 型 一RR,Rr.

無 隆 起 型 一rr.

                        Resume 

   The lady-bird beetle, Harrnonia axyridis PALLAS is a highly variable 
species. The author experimented on the inheritance of the color pattern 
and also on that of the presence and absence of a transverse ridge on 
the elytra. 
   The elytral color patterns may be classified into six types as follows 

      i. s type (succinea)-(Fig. i-a, b, c) 
     2. A type (aulica)-(Fig. i-d, e) 
     3. S type (spectabilis)-(Si subtype-Fig. i-f. S2 subtype-Fig. i -g) 

     4. AS type-(Fig. i-h, i) 
     5. C type (conspicua)-(Ci subtype-Fig. i j. C2 subtype-Fig. i-k) 

      6. AC type-(Fig. z -1, m) 
   Each of s, A, S and C types is determined by a factor which shows 
inheritance as follows : 

      i. s is largely recessive to any of the other types. 
     2. AS is the hybrid between A and S. 
     3. AC is the hybrid between A and C. 

     4. S is a simple recessive to C. 
     5. The subtype SI is the homozygote, while the subtype S2 is the 

       heterozygote of S and s. The subtype Ci is the homozygote or the 
       heterozygote of C and S, while the subtype C2 is the heterozygote 

       of C and s. 
   Genes p, PA, Ps, and Pc which determine the appearance of s, A, S and 
C respectively constitute a set of quadruple allelomorphs and are autosomal. 

   Hence, genic constitution of the six phenotypes may be designated
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follows : 

   Tan and Li's interpretation (Amer. Nat. 1934, 68 : P 25 2-265) on the 
inheritance of pattern types of the same beetle which is based on mutually 
independent genes seems inadequate. 
   The presence (Fig. 2-a) or absence (Fig. 2-b) of a ridge on the elytra 
is also inherited on the monohybrid basis. 
   The factor (R.) for presence is dominant to the factor (r.) for absence. 

       (June, 1936. No, 75, Totukamachi 2 chome, Yodobasi-ku, Tokyo.)
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